
 

 

総 務 委 員 会 資 料 
 

２ 陳情の審査 

(1) 陳情第６９号 ふるさと納税の返礼品に関する陳情 

 

資料「まごころ記念ベンチ」のふるさと納税返礼品追加について 

 

 

 

 

 

 

令和６年１１月２２日 

財 政 局 

1



「まごごろ記念ベンチ」のふるさと納税返礼品追加について

１．ふるさと納税制度について

（１）ふるさと納税制度の概要
●ふるさと納税とは、個人が自治体（居住自治体含む）に寄附すること
●ふるさと納税制度
・【税控除】ふるさと納税をすることで、寄附額のうち２千円を超える
部分について所得税と住民税から原則として全額が控除される制度

・【返礼品】寄附を受けた自治体は、市外在住の寄附者に対し、国が定
める地場産品基準に適合する返礼品等を提供することができる
（返礼品等の調達に要する費用は寄附額の３割以下であること）

（２）本市の取組状況
●寄附金の受入
窓口、市HP、民間ポータルサイトを通じて寄附金の受入を実施

●返礼品の提供
民間ポータルサイトを通じて寄附のあった寄附者に対し返礼品を提供

●寄附金の使い道
11の施策分野の45事業を寄附金の使い道として寄附を募集 公園ベンチ寄附募集事業

「まごころ記念ベンチ」を、
ふるさと納税の返礼品にす
るようにしたい。２．まごころ記念ベンチについて ※詳細は別紙パンフレットを参照

４．陳情内容について

５．陳情に対する本市の見解について

（１）返礼品としての提供について
●市内でベンチを製造または企画立案しているなどの地場産品基準の要件
を満たす形であれば、返礼品等として提供することができる

●一方で、返礼品等の調達に要する費用は寄附額の３割以下とされている
ことから、返礼品として提供する場合には現行制度以上の寄附額が必要

※例：18万円のベンチを返礼品にする場合、必要寄附額は60万円以上
⇒必要寄附額が高い返礼品とするよりも別の手法の方が、より効果的

（２）その他の手法について
現行制度が物納という形ではあるものの受領証明書を発行しており、すで

にふるさと納税となっていることから、その旨の周知を図っていく

３．陳情者との経緯について

（１）概要
まごころ記念ベンチは、個人・団体・企業から、寄附する方の氏名や

思い出のメッセージなどをつづった記念プレートを付けたベンチの寄附
を受けて公園内に設置し、市民の皆様に利用していただくもの
公園施設の充実や管理経費の縮減だけでなく、これまで以上に公園を

身近に感じ、魅力的な公園づくりを目指すもの
（２）募集する場所
建設緑政局が所管する全ての公園緑地等

（３）ベンチの種類
「音楽のまちかわさき」「多摩川の流れ」をイメージした２種類、
それぞれ18万円、23万円の計４タイプから選べる

（４）設置までの流れ

●令和5年5月 陳情者からメール
「まごころ記念ベンチ」について、ふるさと納税として寄附募集の提案

⇒所管課に確認したところ、制度制定時に予定していた設置数まで残りわ
ずかとのことであったことから、見送る旨回答

●令和5年11月 陳情者からメール
所管課と話をしたので再度、調整するよう依頼

⇒ベンチ事業者に対象ベンチの在庫が一定数あることを確認したため、所管
課が当初の予定数を超えても引き続き寄附を受け付けていくこととした
ことから、市HPへの掲載を念頭に、ふるさと納税として周知する旨回答

●令和6年7月 陳情者からメール
ベンチがどのポータルサイトにも掲載されていないことについて確認

⇒現行の制度は返礼品として提供しているものではないことから、ポータル
サイトには掲載せず、市HPに「まごころ記念ベンチ」がふるさと納税に
該当する旨の追記を所管と調整中である旨回答
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※市が協定を締結している事業者
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